
(57)【要約】

【課題】圧電素子駆動機構による可動レンズの往動と復

動の移動量が相違し、この相違に固体差がある場合でも

、圧電素子駆動機構による往動と復動の移動量を精度よ

く制御する。

【解決手段】挿入先端部の対物光学系に移動可能に組み

込まれた例えばオートフォーカス用の第３可動レンズ１

７ｃを、圧電素子駆動機構の圧電素子３８により光軸方

向に往復動させる内視鏡装置において、上記第３可動レ

ンズ１７ｃを同一量だけ移動させるための往動と復動の

それぞれの駆動パルス数データをメモリ４２に記憶し、

このメモリ４２から読み出されたデータに基づき、例え

ば往動では１２００×９、復動では１２００×７のパル

ス数を形成し、往動と復動で異なる数の駆動パルス信号

を圧電素子３８に与える。これにより、同一移動量の往

動と復動を精度よく行う。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 挿 入 先 端 部 に 配 置 さ れ た 対 物 光 学 系 に 移 動 可 能 に 組 み 込 ま れ た 可 動 レ ン ズ と 、 こ の 可 動
レ ン ズ を 圧 電 素 子 の 駆 動 に よ り 光 軸 方 向 に 往 復 動 さ せ る 圧 電 素 子 駆 動 機 構 と 、 上 記 圧 電 素
子 に 対 し 駆 動 パ ル ス を 与 え る 制 御 回 路 と 、 を 含 む 内 視 鏡 装 置 に お い て 、
　 上 記 可 動 レ ン ズ を 同 一 量 だ け 移 動 さ せ る た め の 往 動 と 復 動 の そ れ ぞ れ の 駆 動 パ ル ス 数 デ
ー タ を 記 憶 手 段 に 記 憶 し 、
　 上 記 制 御 回 路 は 、 上 記 記 憶 手 段 か ら 読 み 出 さ れ た 駆 動 パ ル ス 数 デ ー タ に 基 づ き 、 同 一 移
動 量 の 往 復 動 の た め に 上 記 圧 電 素 子 駆 動 機 構 の 圧 電 素 子 に 対 し 往 動 と 復 動 で 異 な る 駆 動 パ
ル ス 数 を 与 え る 制 御 を 実 行 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 内 視 鏡 装 置 、 特 に オ ー ト フ ォ ー カ ス 機 能 や ズ ー ム 機 能 の た め に 対 物 光 学 系 の 中
に 配 置 さ れ た 可 動 レ ン ズ を 圧 電 素 子 の 伸 縮 動 作 に よ っ て 駆 動 す る 圧 電 素 子 駆 動 機 構 の 制 御
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 、 電 子 内 視 鏡 装 置 は 電 子 内 視 鏡 （ ス コ ー プ ） 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 、 光 源 装 置 及 び モ
ニ タ 等 を 有 し て な り 、 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 に は 、 対 物 光 学 系 （ レ ン ズ 部 ） と 固 体 撮 像 素 子
で あ る Ｃ Ｃ Ｄ （ Charge Coupled Device） 等 が 配 置 さ れ 、 上 記 光 源 装 置 か ら の 光 照 明 に 基
づ き 上 記 Ｃ Ｃ Ｄ に よ っ て 被 観 察 体 を 撮 像 し 、 こ の 撮 像 信 号 に 対 し 上 記 プ ロ セ ッ サ 装 置 で 映
像 処 理 を 施 す こ と に よ り 、 被 観 察 体 の 映 像 を モ ニ タ へ 表 示 す る も の で あ る 。 そ し て 、 上 記
の 対 物 光 学 系 に は 、 ズ ー ム 機 構 や フ ォ ー カ ス 機 構 の た め の 可 動 レ ン ズ が 組 み 込 ま れ て お り
、 こ の 可 動 レ ン ズ の 駆 動 の た め に 、 近 年 で は 、 圧 電 素 子 駆 動 機 構 を 採 用 す る こ と が 行 わ れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 圧 電 素 子 駆 動 機 構 は 、 例 え ば 圧 電 素 子 に 結 合 さ れ た 駆 動 軸 と 移 動 体 を 摩 擦 係 合 し 、
圧 電 素 子 の 伸 縮 を 駆 動 軸 を 介 し て 移 動 体 に 伝 達 す る こ と に よ り 、 移 動 体 を 微 小 移 動 さ せ る
も の で あ り （ 特 許 文 献 １ 、 ２ ） 、 上 記 圧 電 素 子 に 与 え る 駆 動 電 圧 の 波 形 等 を 制 御 す る こ と
に よ り 、 移 動 体 を 往 動 方 向 又 は 復 動 方 向 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 こ の よ う な 圧 電 素 子
駆 動 機 構 は 、 小 型 化 が 容 易 で あ る こ と か ら 細 径 化 さ れ た 内 視 鏡 の 先 端 部 の 中 に 配 置 で き る
と い う 利 点 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ４ ‐ ５ ２ ０ ７ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ３ ６ ３ ５ ５ ２ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 圧 電 素 子 駆 動 機 構 に よ る 可 動 レ ン ズ の 移 動 制 御 で は 、 光 軸 方
向 の 可 動 レ ン ズ の 往 復 動 に お い て 、 同 一 移 動 量 を 駆 動 す る た め の パ ル ス 数 の 駆 動 信 号 を 与
え た と き 、 往 動 と 復 動 と で 移 動 量 が 異 な り 、 移 動 量 制 御 の 精 度 が 低 下 す る と い う 問 題 が あ
っ た 。 即 ち 、 駆 動 源 で あ る 圧 電 素 子 、 こ の 圧 電 素 子 に 結 合 す る 駆 動 軸 及 び こ の 駆 動 軸 と 移
動 体 と の 摩 擦 係 合 の 状 態 等 の 圧 電 素 子 駆 動 機 構 の 構 成 に よ っ て 、 往 動 と 復 動 の 移 動 量 に 相
違 が 生 じ 、 こ の 相 違 は 、 圧 電 素 子 駆 動 機 構 の 持 つ 固 有 の 特 性 、 即 ち 個 体 差 に よ っ て も 異 な
っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 圧 電 素 子 駆 動 機 構 に よ
る 可 動 レ ン ズ の 往 動 と 復 動 で 移 動 量 が 相 違 す る 場 合 、 ま た こ の 相 違 に 固 体 差 が あ る 場 合 で
も 、 圧 電 素 子 駆 動 機 構 に よ る 可 動 レ ン ズ の 往 動 と 復 動 の 移 動 量 を 精 度 よ く 制 御 す る こ と が
で き る 内 視 鏡 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 挿 入 先 端 部 に 配 置 さ れ た 対 物 光 学 系 に
移 動 可 能 に 組 み 込 ま れ た 可 動 レ ン ズ と 、 こ の 可 動 レ ン ズ を 圧 電 素 子 の 駆 動 に よ り 光 軸 方 向
に 往 復 動 さ せ る 圧 電 素 子 駆 動 機 構 （ 圧 電 素 子 ア ク チ ュ エ ー タ ） と 、 上 記 圧 電 素 子 に 対 し 駆
動 パ ル ス を 与 え る 制 御 回 路 と 、 を 含 む 内 視 鏡 装 置 に お い て 、 上 記 可 動 レ ン ズ を 同 一 量 だ け
移 動 さ せ る た め の 往 動 と 復 動 の そ れ ぞ れ の 駆 動 パ ル ス 数 デ ー タ を 記 憶 手 段 に 記 憶 し 、 上 記
制 御 回 路 は 、 上 記 記 憶 手 段 か ら 読 み 出 さ れ た 駆 動 パ ル ス 数 デ ー タ に 基 づ き 、 同 一 移 動 量 の
往 復 動 の た め に 上 記 圧 電 素 子 駆 動 機 構 の 圧 電 素 子 に 対 し 往 動 と 復 動 で 異 な る 駆 動 パ ル ス 数
を 与 え る 制 御 を 実 行 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 例 え ば 単 位 量 （ 距 離 ） ［ 又 は 所 定 量 （ 距 離 ） ］ 当 り の 往 動 と 復 動
の 駆 動 パ ル ス 数 デ ー タ が 内 視 鏡 内 の 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ て お り 、 圧 電 素 子 駆 動 機 構 の 動 作
時 に は 、 こ の 駆 動 パ ル ス 数 デ ー タ が 読 み 出 さ れ 、 こ れ に 基 づ い て 往 動 と 復 動 で 異 な る パ ル
ス 数 に よ る 可 動 レ ン ズ の 所 定 移 動 量 の 制 御 が 行 わ れ る 。 例 え ば 、 ０ ． ５ ｍ ｍ の 距 離 を 移 動
さ せ る た め の 往 動 の 駆 動 パ ル ス 数 と し て １ ２ ０ ０ × ９ （ ＝ １ ０ ８ ０ ０ ） 、 同 一 距 離 の 復 動
の 駆 動 パ ル ス 数 と し て １ ２ ０ ０ × ７ （ ＝ ８ ４ ０ ０ ） と な る パ ル ス が 圧 電 素 子 に 供 給 さ れ 、
こ れ に よ っ て 、 可 動 レ ン ズ を 往 動 と 復 動 に お い て ０ ． ５ ｍ ｍ の 同 一 距 離 だ け 精 度 よ く 移 動
さ せ る こ と が 可 能 に な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 に よ れ ば 、 圧 電 素 子 駆 動 機 構 に よ る 可 動 レ ン ズ の 往 動 と 復 動 の 移 動
量 が 相 違 す る 場 合 、 ま た こ の 相 違 に 固 体 差 が あ る 場 合 で も 、 圧 電 素 子 駆 動 機 構 に よ る 可 動
レ ン ズ の 往 動 と 復 動 の 移 動 量 を 精 度 よ く 制 御 す る こ と が で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ に は 、 実 施 例 に 係 る 電 子 内 視 鏡 装 置 の 主 要 構 成 、 図 ２ に は 内 視 鏡 先 端 部 の 内 部 構 成
、 図 ３ に は 電 子 内 視 鏡 装 置 の 外 観 構 成 が 示 さ れ て い る 。 図 ３ に お い て 、 電 子 内 視 鏡 装 置 は
、 被 観 察 体 内 へ 挿 入 さ れ る 部 分 で 、 先 端 に 対 物 光 学 系 と Ｃ Ｃ Ｄ 等 の 固 体 撮 像 素 子 を 有 す る
挿 入 部 １ １ Ａ 、 ア ン グ ル 操 作 ツ マ ミ や 各 種 の 操 作 ス イ ッ チ 等 を 有 す る 操 作 部 １ １ Ｂ 、 光 源
コ ネ ク タ １ １ Ｄ 及 び 電 気 コ ネ ク タ １ １ Ｅ を 有 す る ケ ー ブ ル 部 １ １ Ｃ か ら な る 電 子 内 視 鏡 （
ス コ ー プ ） １ １ と 、 上 記 光 源 コ ネ ク タ １ １ Ｄ に よ っ て 電 子 内 視 鏡 １ １ が 接 続 さ れ る 光 源 装
置 １ ２ と 、 上 記 電 気 コ ネ ク タ １ １ Ｅ に よ っ て 電 子 内 視 鏡 １ １ が 接 続 さ れ る プ ロ セ ッ サ 装 置
１ ４ と 、 図 示 し て い な い モ ニ タ 等 か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ２ に お い て 、 上 記 挿 入 部 １ １ Ａ の 先 端 部 に は 、 対 物 光 学 系 と し て 、 前 側 か ら 順 に 、 観
察 窓 を 含 む 固 定 レ ン ズ １ ６ ａ 、 バ リ フ ォ ー カ ル レ ン ズ と し て 構 成 さ れ た 変 倍 用 の 第 １ 可 動
レ ン ズ １ ７ ａ 及 び 第 ２ 可 動 レ ン ズ １ ７ ｂ 、 固 定 レ ン ズ １ ６ ｂ 及 び フ ォ ー カ ス 用 の 第 ３ 可 動
レ ン ズ １ ７ ｃ が 配 置 さ れ て お り 、 こ の 第 ３ 可 動 レ ン ズ １ ７ ｃ の 後 側 に 、 プ リ ズ ム １ ９ 、 カ
バ ー ガ ラ ス ２ ０ を 介 し て 固 体 撮 像 素 子 で あ る Ｃ Ｃ Ｄ ２ １ が 配 置 さ れ る 。 こ の Ｃ Ｃ Ｄ ２ １ で
撮 像 さ れ た 信 号 は 、 回 路 基 板 ２ ２ 及 び 信 号 線 ２ ３ を 介 し て 上 記 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ４ へ 供 給
さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 第 １ 可 動 レ ン ズ １ ７ ａ は 、 係 合 孔 ２ ５ Ａ を 有 す る 支 持 体 （ 保 持 枠 体 ） ２ ５ に 、 第 ２
可 動 レ ン ズ １ ７ ｂ は 係 合 孔 ２ ６ Ａ を 有 す る 支 持 体 ２ ６ に 保 持 さ れ 、 こ の 係 合 孔 ２ ５ Ａ ， ２
６ Ａ が 円 柱 状 の カ ム 軸 ２ ７ の 外 周 に 嵌 合 す る 状 態 で 、 各 レ ン ズ １ ７ ａ ， １ ７ ｂ は こ の カ ム
軸 ２ ７ に 取 り 付 け ら れ る 。 上 記 の 係 合 孔 ２ ５ Ａ に は カ ム ピ ン ２ ９ 、 係 合 孔 ２ ６ Ａ に は カ ム
ピ ン ３ ０ が 突 出 配 置 さ れ 、 一 方 の カ ム 軸 ２ ７ に は 、 そ の 軸 線 に 対 し て 傾 斜 方 向 の 異 な る カ
ム 溝 ３ １ ， ３ ２ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の カ ム 溝 ３ １ に 上 記 カ ム ピ ン ２ ９ 、 カ ム 溝 ３ ２ に 上
記 カ ム ピ ン ３ ０ が 係 合 す る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ し て 、 上 記 カ ム 軸 ２ ７ に は 、 多 重 コ イ ル バ ネ 等 か ら な る 線 状 伝 達 部 材 ３ ４ が 連 結 さ れ
て お り 、 こ の 線 状 伝 達 部 材 ３ ４ の 他 端 は 操 作 部 １ １ Ｂ に 設 け ら れ た モ ー タ に 取 り 付 け ら れ
る 。 従 っ て 、 モ ー タ の 駆 動 に よ っ て 線 状 伝 達 部 材 ３ ４ を 介 し て カ ム 軸 ２ ７ を 回 転 さ せ れ ば
、 カ ム 溝 ３ １ ， ３ ２ と カ ム ピ ン ２ ９ ， ３ ０ の 係 合 に よ っ て 第 １ 可 動 レ ン ズ １ ７ ａ 、 第 ２ 可
動 レ ン ズ １ ７ ｂ が 光 軸 方 向 の 前 後 に そ れ ぞ れ 移 動 し 、 こ れ に よ っ て 光 学 的 変 倍 （ ズ ー ム ）
が 行 わ れ る 。 即 ち 、 第 １ 及 び 第 ２ の 可 動 レ ン ズ １ ７ ａ ， １ ７ ｂ は 、 バ リ フ ォ ー カ ル 光 学 系
を 構 成 し て 、 相 対 的 に 前 後 移 動 し な が ら 光 学 的 変 倍 を 行 う （ 観 察 距 離 、 観 察 深 度 、 焦 点 距
離 等 が 可 変 と な る ） 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 方 、 上 記 フ ォ ー カ ス 用 の 第 ３ 可 動 レ ン ズ １ ７ ｃ を 駆 動 す る た め に 、 小 型 の 圧 電 素 子 駆
動 機 構 （ 圧 電 素 子 ア ク チ ュ エ ー タ ） が 設 け ら れ て お り 、 こ の 圧 電 素 子 駆 動 機 構 と し て 、 第
３ 可 動 レ ン ズ １ ７ ｃ を 保 持 す る 保 持 枠 体 で あ っ て 、 そ の 上 部 に 係 合 孔 ３ ６ Ａ （ を 有 す る 円
筒 体 ） が 形 成 さ れ た 支 持 体 （ 移 動 体 ） ３ ６ と 、 こ の 支 持 体 ３ ６ の 係 合 孔 ３ ６ Ａ に 摩 擦 係 合
す る 円 柱 状 駆 動 軸 （ 体 ） ３ ７ と 、 こ の 駆 動 軸 ３ ７ に 結 合 （ 固 定 ） さ れ る 圧 電 素 子 ３ ８ が 取
り 付 け ら れ る 。 こ の 圧 電 素 子 ３ ８ に は 、 駆 動 線 ３ ９ に よ っ て 駆 動 パ ル ス が 与 え ら れ る 。 こ
の 圧 電 素 子 駆 動 機 構 に よ れ ば 、 圧 電 素 子 ２ ８ の 伸 縮 駆 動 に よ っ て 駆 動 軸 ３ ７ を 前 後 に 動 か
す こ と に よ り 、 第 ３ 可 動 レ ン ズ １ ７ ｃ を 往 動 又 は 復 動 方 向 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 上 記 フ ォ ー カ ス 用 第 ３ 可 動 レ ン ズ １ ７ ｃ を 始 端 （ 始 点 ） 位 置 と 終 端 （ 終 点 ） 位 置
で 停 止 さ せ る た め の ス ト ッ パ ４ １ ａ ， ４ １ ｂ が 設 け ら れ て お り 、 実 施 例 で は 、 こ の ス ト ッ
パ ４ １ ａ ， ４ １ ｂ で 停 止 し た 始 端 位 置 と 終 端 位 置 を 不 図 示 の 検 出 手 段 、 例 え ば フ ォ ト イ ン
タ ラ プ タ 等 の 光 学 式 セ ン サ や 磁 気 式 の セ ン サ に て 検 出 し 、 こ の 始 端 位 置 或 い は 終 端 位 置 か
ら の 第 ３ 可 動 レ ン ズ １ ７ ｃ の 移 動 量 を 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ に お い て 、 内 視 鏡 １ １ に は 、 挿 入 部 １ １ Ａ の 先 端 に 配 置 さ れ た Ｃ Ｃ Ｄ ２ １ に 加 え 、
上 記 圧 電 素 子 ３ ８ に 対 し て 往 動 時 又 は 復 動 時 の 駆 動 パ ル ス を 与 え る 圧 電 素 子 駆 動 回 路 ４ １
、 上 記 第 ３ 可 動 レ ン ズ １ ７ ｃ を 同 一 量 だ け 移 動 さ せ る た め の 往 動 と 復 動 の そ れ ぞ れ の 駆 動
パ ル ス 数 デ ー タ （ 単 位 量 又 は 所 定 量 当 り の 駆 動 パ ル ス 数 ） を 記 憶 す る メ モ リ （ Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ
Ｍ 等 ） ４ ２ が 配 置 さ れ る 。 即 ち 、 単 位 量 （ 単 位 距 離 ） 当 り の 駆 動 パ ル ス 数 は 、 ［ 第 ３ 可 動
レ ン ズ １ ７ ｃ の 始 端 か ら 終 端 ま で の 全 駆 動 範 囲 ］ ÷ ［ こ の 全 駆 動 範 囲 を 動 か す た め に 必 要
な 駆 動 パ ル ス 数 ］ の 演 算 で 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 一 方 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ４ に は 、 上 記 圧 電 素 子 駆 動 回 路 ４ １ を オ ー ト フ ォ ー カ ス 制 御 す
る フ ォ ー カ ス 制 御 回 路 ４ ４ 、 上 記 Ｃ Ｃ Ｄ ２ １ の 出 力 信 号 に 基 づ い て 画 像 処 理 を 施 し 、 オ ー
ト フ ォ ー カ ス の た め の 画 像 の 鮮 鋭 度 を 表 す 信 号 （ 高 周 波 成 分 ） を フ ォ ー カ ス 制 御 回 路 ４ ４
に 出 力 す る 画 像 処 理 回 路 ４ ５ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 実 施 例 は 以 上 の 構 成 か ら な り 、 電 子 内 視 鏡 １ １ の 挿 入 部 １ １ Ａ を 被 観 察 体 内 に 挿 入 す る
と 、 被 観 察 体 が 対 物 光 学 系 を 介 し て Ｃ Ｃ Ｄ ２ １ に て 撮 像 さ れ 、 こ の Ｃ Ｃ Ｄ ２ １ の 出 力 信 号
に 基 づ い て 画 像 処 理 回 路 ４ ５ に て 映 像 信 号 が 形 成 さ れ 、 こ の 映 像 信 号 に よ っ て モ ニ タ 上 に
被 観 察 体 の 映 像 が 表 示 さ れ る 。 一 方 、 上 記 画 像 処 理 回 路 ４ ５ で は 、 画 像 の 鮮 鋭 度 を 示 す 信
号 が 抽 出 さ れ 、 こ の 信 号 が フ ォ ー カ ス 制 御 回 路 ４ ４ へ 供 給 さ れ る 。 こ の フ ォ ー カ ス 制 御 回
路 ４ ４ で は 、 鮮 鋭 度 を 示 す 信 号 か ら ピ ン ト を 合 わ せ る た め の 制 御 信 号 、 即 ち フ ォ ー カ ス 用
の 第 ３ 可 動 レ ン ズ １ ７ ｃ の 往 動 又 は 復 動 の 移 動 量 （ 距 離 ） を 調 整 す る 信 号 （ 移 動 方 向 と 量
の 信 号 ） が 形 成 さ れ 、 こ の 制 御 信 号 が 圧 電 素 子 駆 動 回 路 ４ １ へ 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の と き 、 上 記 フ ォ ー カ ス 制 御 回 路 ４ ４ で は 、 メ モ リ ４ ２ か ら 往 動 と 復 動 の 単 位 量 又 は
所 定 量 当 り の 駆 動 パ ル ス 数 （ 同 一 量 を 移 動 さ せ る 駆 動 パ ル ス 数 ） デ ー タ が 読 み 出 さ れ て お
り 、 こ の 駆 動 パ ル ス 数 デ ー タ に 基 づ い た 往 動 又 は 復 動 の 移 動 量 制 御 信 号 が 圧 電 素 子 駆 動 回
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路 ４ １ へ 与 え ら れ る 。 な お 、 こ の 圧 電 素 子 駆 動 回 路 ４ １ が メ モ リ ４ ２ か ら 駆 動 パ ル ス 数 デ
ー タ を 直 接 入 力 し て も よ い 。 そ し て 、 こ の 圧 電 素 子 駆 動 回 路 ４ １ で は 、 上 記 往 動 又 は 復 動
の 移 動 量 制 御 信 号 に 対 応 す る 駆 動 パ ル ス が 形 成 さ れ る こ と に な り 、 こ の 駆 動 パ ル ス は 例 え
ば 図 ４ の よ う な パ ル ス と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ （ Ａ ） ， （ Ｂ ） に は 、 制 御 例 Ｉ の 駆 動 パ ル ス が 示 さ れ て お り 、 ５ ｍ ｍ の 距 離 の 往 動
の 移 動 量 信 号 と し て 、 例 え ば 周 波 数 ３ ７ ０ ｋ Ｈ ｚ （ こ の 周 波 数 は 任 意 で あ る ） の 信 号 が １
２ ０ ０ パ ル ス （ ｐ ） 含 ま れ た ブ ロ ッ ク を ９ 個 形 成 す る こ と に よ り 、 １ ２ ０ ０ × ９ ＝ １ ０ ８
０ ０ の 駆 動 パ ル ス を 出 力 し 、 同 一 の ５ ｍ ｍ の 距 離 の 復 動 の 移 動 量 信 号 と し て 、 ３ ７ ０ ｋ Ｈ
ｚ の 周 波 数 の 信 号 が １ ２ ０ ０ パ ル ス （ ｐ ） 含 ま れ た ブ ロ ッ ク を ７ 個 形 成 す る こ と に よ り 、
１ ２ ０ ０ × ７ ＝ ８ ４ ０ ０ の 駆 動 パ ル ス を 出 力 す る 。 こ の よ う な 駆 動 パ ル ス に よ れ ば 、 往 動
方 向 と 復 動 方 向 に お い て 、 駆 動 パ ル ス 数 が 相 違 す る た め 移 動 速 度 は 異 な る が 、 同 一 距 離 を
精 度 よ く 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ４ （ Ｃ ） ， （ Ｄ ） に は 、 １ ブ ロ ッ ク の 数 の 異 な る 制 御 例 IIの 駆 動 パ ル ス が 示 さ れ て お
り 、 こ の 制 御 例 で は 、 ５ ｍ ｍ の 距 離 の 往 動 の 移 動 量 信 号 と し て 、 ３ ７ ０ ｋ Ｈ ｚ の 周 波 数 の
信 号 が １ ０ ０ ０ パ ル ス （ ｐ ） 含 ま れ た ブ ロ ッ ク を １ １ 個 形 成 し 、 １ ０ ０ ０ × １ １ ＝ １ １ ０
０ ０ の 駆 動 パ ル ス を 出 力 し 、 同 一 距 離 の 復 動 の 移 動 量 の 信 号 と し て 、 ３ ７ ０ ｋ Ｈ ｚ の 周 波
数 の 信 号 が １ ０ ０ ０ パ ル ス （ ｐ ） 含 ま れ た ブ ロ ッ ク を ９ 個 形 成 す る こ と に よ り 、 １ ０ ０ ０
× ９ ＝ ９ ０ ０ ０ の 駆 動 パ ル ス を 出 力 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に し て 、 実 施 例 の 電 子 内 視 鏡 １ １ の 圧 電 素 子 駆 動 機 構 で は 、 上 記 の 駆 動 パ ル ス
数 に よ り 往 動 方 向 と 復 動 方 向 に お い て 同 一 距 離 を 精 度 よ く 移 動 さ せ る こ と が で き る が 、 他
の 電 子 内 視 鏡 に 配 置 さ れ た 圧 電 素 子 駆 動 機 構 で は 、 メ モ リ に 格 納 さ れ た 他 の 電 子 内 視 鏡 用
の 駆 動 パ ル ス 数 デ ー タ に 基 づ い て 、 往 動 と 復 動 の 駆 動 パ ル ス 数 が 形 成 、 出 力 さ れ る こ と に
な り 、 こ れ に よ っ て 、 圧 電 素 子 駆 動 機 構 に 個 体 差 が あ っ て も 、 オ ー ト フ ォ ー カ ス 用 可 動 レ
ン ズ の 移 動 制 御 を 精 度 よ く 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 実 施 例 で は 、 フ ォ ー カ ス 用 の 第 ３ 可 動 レ ン ズ １ ７ ｃ を 移 動 制 御 す る 場 合 を 説 明 し た が 、
上 述 の よ う に 、 挿 入 部 １ １ Ａ の 中 に は ズ ー ム （ 変 倍 ） 用 の 第 １ 及 び 第 ２ 可 動 レ ン ズ １ ７ ａ
， １ ７ ｂ を 備 え て お り 、 こ れ ら の 可 動 レ ン ズ １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を 本 発 明 の 圧 電 素 子 駆 動 機 構
に よ っ て 駆 動 す る よ う に し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 電 子 内 視 鏡 装 置 の 主 要 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 の 内 視 鏡 先 端 部 の 内 部 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 電 子 内 視 鏡 装 置 の 全 体 の 外 観 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 で 形 成 さ れ る 往 動 と 復 動 の 駆 動 パ ル ス の 例 （ Ｉ ， II） を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 １ １ … 電 子 内 視 鏡 、 　 　 　 　 １ ４ … プ ロ セ ッ サ 装 置 、
　 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ ， １ ７ ｃ … 可 動 レ ン ズ 、
　 ２ １ … Ｃ Ｃ Ｄ 、 　 　 　 　 　 　 ３ ６ … 支 持 体 、
　 ３ ６ Ａ … 係 合 孔 、 　 　 　 　 　 ３ ７ … 駆 動 軸 、
　 ３ ８ … 圧 電 素 子 、 　 　 　 　 　 ４ １ … 圧 電 素 子 駆 動 回 路 、
　 ４ ２ … メ モ リ 、 　 　 　 　 　 　 ４ ４ … フ ォ ー カ ス 制 御 回 路 、
　 ４ ５ … 画 像 処 理 回 路 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 3月 20日 (2007.3.20)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ に お い て 、 内 視 鏡 １ １ に は 、 挿 入 部 １ １ Ａ の 先 端 に 配 置 さ れ た Ｃ Ｃ Ｄ ２ １ に 加 え 、
上 記 圧 電 素 子 ３ ８ に 対 し て 往 動 時 又 は 復 動 時 の 駆 動 パ ル ス を 与 え る 圧 電 素 子 駆 動 回 路 ４ １
、 上 記 第 ３ 可 動 レ ン ズ １ ７ ｃ を 同 一 量 だ け 移 動 さ せ る た め の 往 動 と 復 動 の そ れ ぞ れ の 駆 動
パ ル ス 数 デ ー タ （ 単 位 量 又 は 所 定 量 当 り の 駆 動 パ ル ス 数 ） を 記 憶 す る メ モ リ （ Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ
Ｍ 等 ） ４ ２ が 配 置 さ れ る 。 即 ち 、 単 位 量 （ 単 位 距 離 ） 当 り の 駆 動 パ ル ス 数 は 、

の 演 算 で 求 め る こ と が で き る 。
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［ 全 駆 動 範
囲 を 動 か す た め に 必 要 な 駆 動 パ ル ス 数 ］ ÷ ［ 第 ３ 可 動 レ ン ズ １ ７ ｃ の 始 端 か ら 終 端 ま で の
全 駆 動 範 囲 ］
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摘要(译)

要解决的问题：由于压电元件驱动机制，准确控制可移动镜头向外和向
内移动的移动量，即使可移动镜头向外和向内移动的移动量因压电元件
驱动机构与固体中存在差异时的差异。 ŽSOLUTION：一种内窥镜装
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插入点中的物体光学系统中，通过压电元件驱动的压电元件38在光轴方
向上进行往复运动机制。该装置存储向外和向内移动的每个驱动脉冲数
数据，用于在存储器42中移动相同量的第三可移动透镜17c。根据存储器
42读取的数据，该装置形成例如数字。在向外运动中1,200×9的脉冲和在
向内运动中1,200×7的脉冲，并给出与向压力元件38的向外和向内运动不
同的数字的驱动脉冲信号。因此，向外和向内运动与准确地进行相同的
移动量。 Ž
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